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令和元年度茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会１月定例会議事録

１ 日 時 令和２年１月８日（水）午後３時００分～午後４時３０分

２ 場 所 市役所本庁舎４階 会議室１

３ 出席者 後藤会長、細田副会長、植松副会長、和田会計、弓達監事、矢野監事

関野保、河内昇、篠原德守、林正明、真野宗直、三觜健一、林申次、

髙山和茂、岩壁榮、松本楯臣、小山明、滝本誠、新倉昭人、雫石剛、

前田積、小嶋政雄、小野寺昌成、仲村眞、永澤鐡男の各委員

欠席 青木三郎委員

（ ）、 （ 、 ）秘書広報課 渡辺主幹 高齢福祉介護課 臼井担当課長 吉川課長補佐

市民自治推進課（富田課長、木村課長補佐、伊藤課長補佐、窪田副主査）

事務局（山田、長野）

４ 会議の経過

（１）開 会 細田副会長

（２）あいさつ 後藤会長

（３）議 題

① 新年賀詞交歓会について

資料に基づき事務局より報告した。

② 令和２年度定例会等の日程について

資料に基づき事務局より説明した。

会長から提案があった。

（会長）ひとつ提案させていただきたいのですが、８月の定例会なんですが、場所

が決まってないということもございまして、７月２４日から８月１０日までオリ

、 、ンピックが開催されて 浜降祭も１カ月前になったとか影響がかなりあるなかで

８月の初めに夏祭りなどの催しもオリンピックの関係で時期をずらすとかいろん

な影響がありまして、ちょっと日程的にきつくなるので、８月は今回オリンピッ

クの影響ということで、お休みということでいかがかなと思います。前に委員さ

んから８月はやめてくれという話があったんですが、今回限りお休みしたいと思

います。いかがでしょうか。賛同をいただけましたので、そのようにしたいと思

います。事務局と行政で何かあれば前後の定例会に振り分けをお願いします。

③ 防災部会の設置について

資料に基づき事務局より説明した。

（会長）お正月にいろんなニュースを見てたら、地震の専門の先生が今年は東日本

大震災の時と同じような状況が続いているという話があって、オリンピックもあ

りますし、大きな地震がないといいなと思いました。これから我々も災害にもっ

と関心をもっていかなきゃいけないと思います。ご意見がありましたらお願いし

ます。

（会長）この中で１名の委員とテーマによって各地区でその他の委員が出席して

いただく。あらかじめ委員と他の部会員を決めなくてもいい。そのテーマや状

況によって選出して出てもらう、ということですね。

（事務局）例えば防災リーダーの研修会のことがテーマとして出された場合は、
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地区の防災リーダーの代表の方に出ていただくとか、防災部会の部会長に出て

いただくとか、テーマによって委員の方が決めていただければと思います。

（会長）そのメンバーの委員の１名は決めるんですか。

（事務局）一応その委員も決めていただかなくてもいいとしてるんですが。

（委員）１３地区１名の委員というのは、この定例会は各地区２名出てますから、

そのうちの１名ということですか。

（事務局）そういうことです。

（委員）あと１名は地区で決めた人が出るということですね。わかりました。

（事務局）あくまでも決議機関ではなく協議機関ですので、その時のテーマに合

わせて選んでいただくということです。

（委員）部会のメンバーは１人は委員で、１人は地域で選んで連れてくるという

ことだと思うんですけれども、おそらくまちぢからには防災部会があると思う

んですけれども、地区のまちぢからの会長副会長はいろんなことを兼務してや

ってますんで、出ても形式的な立場に近いことしかできない。そういう意味で

まちぢからの防災部会の部会長は実務的に一番動く人、一番知識がある人、一

番関心がある人ですので、そういう人から常時部会には出るようにしたほうが

いいんじゃないかと思うんです。

（会長）それは各地区で決定してこの人にお願いしたいでもかまわないし、今回

はあなたが出てほしいということでもいい。あまりきちっとやっちゃうと、難

しいところがあるので、各地区で誰にお願いするとかは、全然かまわない。

（委員）各協議会の防災の責任者はいるんですが、その方たちの人間的な交流で

すね。ないんじゃないかと思うんですね。うちにも防災安全部会があって部長

さんがいるんですけれども、その方に地区の防災安全部会の行事などはその方

が指導者となってるんでそういうことを専門的にやってる方をまちぢからの各

地区の代表の方と常に顔を合わせて交流ができるというのが、いいと思うんで

すね。その時に私たちが防災の部会に出るより、もうちょっと広げたほうがい

いと思うんです。

（会長）ここにいられる方が１名出ていただけると、定例会だとかで説明ができ

る、それと部会長といっても出席できない方もいらっしゃるので、このメンバー

の中で必ず１人は出ていただきたいと、防災部会があるところは部会長とか１名

か２名、別に１名でもかまわないので了解していただきたい。それと了解が得ら

れれば２月に第１回の会合を開きたい。

（事務局）今ご説明をいたしましたものを、次のページに要綱案としてまとめま

した。ご了承をいただけるでしょうか。

（ ） 、 、委員 お話聞いてますと 防災という大きなテーマを１年かけてやるのではなく

その時々で毎回検討内容が違ってくるということですか。

（会長）こちらでやる内容も含めて、あと行政のほうから国から流れてくるものを

説明したり、そういうことも出てくると思います。

（委員）各自治会長はほとんど自主防災会長を兼ねてるんで、それはいいと思うん

ですが、もう１人は防災リーダーとか関りのある人かと思うんだけど、ただテー

マが変わってくるとそうはいかない場合もあると思うので、早めに教えといても
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らわないと。

（会長）案内を出すときにテーマを出します。幹事会がテーマを決めます。それか

ら第３条の第２項に防災担当等としています。これは役員会の中で、防災部会長

と決めちゃうと地区によって事情も違いますので、このように決めています。

（委員）ある程度メンバーを決めちゃってもいいということですね。

（委員）今、防災部会と自治会加入率向上部会と広報も時期は限られてますが、部

会活動をしていて、今３部会だから交代でそういう動きになりますが、今後部会

が増えていくと考えてもらわないと１人で何部会も出ることになるので、そこら

へんは考えてもらいたい。

（会長）その時には、また皆さん方と相談して、どういうやり方が一番いいかを検

討していきたいと思います。

（委員）出席委員および担当者名簿をもらったんですが、委員のどちらか１人が平

日に出るのはいいんですが、私の地区は防災リーダーの方って仕事をお持ちの方

が多いんです。そうなると平日の午前午後の会議は非常に出にくくなると思いま

す。

（事務局）もっともですので、今お配りした紙に、土日も含めて都合の良い日を書

いていただけますか。

（委員）第３条なんですが、防災部会には幹事会を設置すると書いてあるだけで、

構成するメンバーを規定しなくていいんですか。部会員というだけでは、幹事と

部会員で構成するわけですよね。部会員と幹事との関係がない。幹事は部会員に

含まれるのか。幹事及び部会員で構成するというのを入れておいて、部会員はと

いうのならわかるんだけど。

（事務局）幹事会とのメンバーが必ず各地区の１名の委員になるとは限らないとい

うことですね。それではそのように変えたいと思います。幹事がすべて部会員に

なるのではなく、幹事の中から部会長を選んで部会長は部会に必ず出席します。

各地区の委員は幹事会のメンバーでなくてもかまわない、ということでいいでし

ょうか。

（委員）役員は幹事として出ておるので、役員のいる地区は副会長が委員として出

る。そういうことじゃないんですかね。例えば私は役員になっているので、委員

はもう１人の委員にお願いする。

（会長）この役員６人は必ず入らなきゃいけないということではないですよね。

（事務局）そういう理解でよければ、この書き方はおかしいので直さなければいけ

ない。そういうことでいいですか。会議を開催することと、テーマ決めは幹事で

決めていただかなければいけないけれども、実際の会議については幹事の中から

選ばれた部会長のみが必ず出席していただいて、各地区の委員は幹事会のメンバ

ーは出なくてもいい。

（委員）幹事という言葉からくるイメージとしては会議に出なくていい幹事は難だ

ろうという感じがする。それであれば、同じメンバーなのだから幹事会というよ

り役員会にすればいいのではないか。

（事務局）それでは、幹事会ではなく役員会で発議し、テーマ決めをする、そうす

ればいいですね。そのほうがすっきりしますね。確認します。防災部会の会議
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の発議とテーマ決めは役員会が決定する。構成委員は各地区１名の委員と防災

担当等１，２名とする。あと部会長は役員の中から選任する。そういう形でよ

ろしければ書類を直してお送りすることとしたい。

④ その他

ア 情報交換について

（ア）茅ヶ崎市内の犯罪発生状況等について

警察でお正月を挟み、データがまだ集まっていないということで、１２月の犯

罪発生状況については、２月の定例会で１月分と合わせて、報告することになっ

た。

（イ）小出地区の委員より報告があった。

小出地区より昨日行われました小出七福神巡りの結果を報告いたします。昨日

の参加者は一般で２１０名、スタッフが２３名、合計２３３名でした。１月１日

から７日まで正月通してみると約３００名ちょっと参加していただいたと思って

おります。小和田地区まちぢから協議会からマイクロバス２台で４０名の方に出

席していただきました。ありがとうございました。大変盛り上がりました。また

来年も開催しますので、参加よろしくお願いします。また各地区からも参加して

いただきました。ありがとうございました。

（ウ）会長より報告があった。

柳島スポーツ公園で１月１３日、高南一周駅伝がございまして、昨年から柳島

スポーツ公園を発着ということで、今まで地域や行政のほうで甘酒を行政が買っ

て、それを地域が作ってふるまうというかたちだったんですが、行政が財政的に

苦しくなって予算がないということで、湘南地区で初めてということで、体育振

興会が豚汁を準備して、ブランチ茅ヶ崎のたまやさんの協力をいただいて出した

、 、んですが 行政からお金がないから地域でやってくれという話があったんですが

甘酒はそういうことならやめましょうということになりました。去年は野菜スー

プを出したんですが、甘酒をやめるんだから、皆さんに少しいいものを出そうと

いうことで豚汁にします。昨年のスープは途中でなくなってしまったんですが、

今年はいっぱい作る予定ですので、みなさん方ぜひきていただきたいのと、あと

ホットカルピスも作る予定ですので、無料ですのでぜひみなさん方応援にきてい

ただきたいと思います。

（エ）茅ヶ崎南地区委員より発言があった。

今年も２日と３日ちょうど箱根駅伝の日なんですが、その時にサザンビーチの

ところで、第６回凧揚げ大会を開催しました。おかげさまで、天気も恵まれまし

， 。 、て３ ０００人ほど集まったんじゃないかと思います 凧がなくなってしまって

中には泣いている子供もいるような、そんな人気でした。周知されたということ

ですかね。だいたいマラソンが通り過ぎてからビーチに降りてくると思ったら、

その前に皆さん凧をもらうために並んで今までにないような状況でした。海岸地

区と南湖地区の会長さんも来ていただきましたし、行政もたくさん来てくれまし

た。どうか来年も興味があれば見てほしいと思っています。

イ その他

（イ）市民自治推進課長から３件の説明があった。
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（市民自治推進課長）あけましておめでとうございます。市民自治推進課、今年も

前のめりで市民の方々に寄り添っていきますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。まず１点目でございますが、ご紹介いたしますのは、子ども支援交流会という

ことで企業やＮＰＯ、地縁団体と行政がタイアップしながら交流していこうという

取組でございます。２月２８日金曜日夕方予定されておりまして、県のほうのＮＰ

Ｏと神奈川県が主催し茅ヶ崎のサポートセンターの指定管理者のＮＰＯサポートち

がさきが運営を行うものです。内容は、昨今、耳にいたします貧困問題、さまざま

な事情を抱えて、子どもが健全育成されない現状を地域みんなで協力し合って、解

決していこうという風が吹いております。そういったところをみんなで情報共有し

ようという取組になっております。直接的にまちぢから協議会の取組につながるも

のではないかもしれませんが、私たちの地域を見つめなおす一つとして、もしお時

間ございましたら、ぜひご参加いただきたいとのご案内でございます。茅ヶ崎市の

取組であります子ども応援基金の取組でありますとか、茅ヶ崎市も含めていくつか

の市町村の取組も含めてプログラムも組まれておりますので、よろしくお願いいた

します。

２点目です。都市部都市政策課の資料をご覧ください。この差出は相模線沿線活

性化協議会となっております。この協議会は相模線とその沿線市町の活性化を目的

として平成２８年に発足した協議会でございます。今回、ＪＲ相模線の利用促進に

関する施策の検討をおこなうために調査を行いたいといったものです。調査の概要

がついております。本調査は相模線利用促進につながる取組のモデル事業を検討す

るために、ニーズの把握や課題の抽出を行うものでございます。アンケート形式に

なっております。実施時期につきましては、令和２年２月、調査対象といたしまし

ては相模線の駅の周辺の自治会長です。周辺とは線路から半径２㎞を対象として調

。 。査を行いたいとのことです ただ現在まだ設問内容は調整中とうかがっております

そうそうに本市の窓口であります都市部都市政策課より予告のような通知を該当す

る自治会長様に郵送し、その後２月前後にアンケート用紙が郵送されるという運び

になります。直接的に自治会長様へのご案内となりますけれども、こういった取り

組みも進んでいるということを皆様に報告させていただいたものでございます。

３点目は先月も皆様にご報告、ご依頼申し上げました、令和２年度市民集会の日

程についてでございます。先月の定例会で市民集会の日程につきまして、職員の働

き方あるいは議会月の対応でございますことから、午前中開催とか、９月に例年行

っている地区につきましては、ほかの月に変更可能かどうかのご相談をさせていた

だきたいということをお願いさせていただきました。現在この表をご覧いただきま

すと、南湖地区は午前中に試行的に行っていただくことになりました。また９月開

催でございました鶴嶺西地区につきましても、まだ日程は決まっておりませんが、

１０月か１１月で日程調整が可能でないかとご回答をいただいています。今案とし

てここで出しておりますが、２月にはこの日程を固めたいと思っております。改め

てこの１カ月の間で午前開催あるいは月の変更、地域担当職員からご相談に上がる

かもしれませんが、今一度ご検討いただければ幸いでございます。

（４）行政からの依頼事項等について

① パブリックコメントについて（５件）
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市民自治推進課長より、資料に基づき説明があった。

② 下半期広報紙等配布業務完了報告書の提出について

秘書広報課主幹より、資料に基づき説明があった。

主な質疑は次のとおり。

（問）報告書の関係についてはよくわかりました。関連しまして、広報紙の配布につきま

して、私の知るところによりますと平塚と藤沢はすでに業者に委託されて自治会を通

さずに直接業者委託をして配布しているとのことですが、これは事実でしょうか。

（答）平塚につきましては全戸配布ということで、業者さんにお願いしていると聞いてお

ります。

（問）萩園なんですけれども、広報の配布が月２回ということで、萩園の場合委員といい

まして、その下に組があるんですね。委員の方が組長に関係書類を持っていくんです

けれども、こちらについては配布される委員に市のほうから配布されるわけです。そ

れを組長さんが各世帯に配布するということで、近年配布物も多くなってまして、広

報紙についても大変負担に感じてるという苦情が結構あるんです。萩園につきまして

は、年間７０万円ほどの手数料が入ってきまして、自治会運営の貴重な財源になって

いるんですが、それを踏まえても配布が負担になってるということで、平塚市では業

者委託になっているということで、茅ヶ崎市ではそういう方向はでてませんか。

（答）広報紙につきましては配布方法は現状のままで、ホームページやスマホでも見れる

ような形をとっているところなんですが、全戸配布で業者さんを頼むとなるとコスト

比較とかしますと、数千万円費用がかかってしまうというのが正直なところでござい

ます。お手数をおかけし、ご苦労もあろうと思いますが、現状で進めていただきたい

と考えております。

（問）検討はしていないということですね。

（答）コスト比較をしたということです。

（問）業者に委託して自治会を介さずに直接配布する要望について検討はしていないとい

うことですか。

（答）業者には見積もりを取っていくらかかるんだとか、どういう方法でとか考えてはお

るところだったんですが、市議会にも聞かれたこともありまして、やはり数千万円か

かるということで現状の予算の中で現状のまま配布をしていこうという考えでおりま

す。

（問）萩園自治会の財政については、約１０００万円のうち約７０万円の委託料が入ると

いうことを踏まえても、なおかつ役員さんの負担が厳しい、それから配布物も大変多

いんですね。ぜひ市のほうに聞いてほしいということでお聞きしているんですが、現

状のままでというお考えですね。

（答）そうです。

（会長）委員に確認したいんですが、今手数料が７０万円というお話でしたが、それはど

ういう使い道をされているんですか。よろしければ教えていただきたい。

（委員）広報配布手数料をどの財源に充てるかは決まってません。総額で収入して、その

中には会費が５００万円ぐらいあって、そのほかに手数料とかを含めて約１０００万

円の歳入ということで歳出を検討していますが、どの事業に充てるかは決めていませ

ん。
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（ ） 、 、会長 私の自治会のお話をさせていただきますが 手数料は１０万円ぐらいなんですが

各班長さんに２０００円、ブロック長さんに４０００円と全部配っちゃうんです。そ

うすることによって負担という声も少なくなってるんじゃないかと思っています。

（委員）市のほうから入ってくる金額のなにがしかを配布する役員さんに還元するという

ことですかね。

（会長）配布手数料として入ってくるわけだから、配布する人に配ってるんです。

（ ） 、 。委員 基本的に配布手数料の使い方としては 会費と同じように収入の一部としてます

広報を配布するから班長さんや組長さんに年間いくらという払い方はしていません。

自治会という組織としてそれぞれの規模に応じてお礼を年末には出しています。お金

の話は私が手を挙げた主旨ではなくて、萩園さんは大きくて大変だろうと思います。

私のところはそれほど大きいわけではありませんが、実数で１６００世帯で、まちの

名前で行くと６町内にまたがっている自治会なんです。役員の主な仕事は広報を毎

月きちっと届けること。１年や２年やっても自分の自治会がどこからどこまでなのか

わかりません。従って１年交代で役員をやるというのは不可能だし、どこが自治会だ

かわからないので、役に立ちません。広報の配布をするのは確かに大変なんですよ。

役員の責任なんです。それを役員が交代でやることによって実際にもっていったとこ

ろの地域の状況がわかる。変化もわかる。そういうことに役立ってる。言いたいこと

はここ７、８年は配布物が圧倒的に増えていて、負担なことは間違いないが、それを

自治会の組織に配るときに最低限自治会の内部の状況が自分の目で確認できるという

ことがありますから、私は平塚市で業者が配ってくれるからいいねとは私は思ってい

ません。加入率をあげようということで、プロジェクトチームをスタートしているよ

うですが、お金集めて募金も一括で集めて、広報も業者がやってくれて、それで自治

会の入る意味は何なんですかとの話が出てきかねないので、それは単にお金と手間暇

の問題だけで議論してほしくない。自治会に対する信頼感というのは、なにをもって

醸成されているのかをきちんと議論してほしい。なおかつ行政側もほかの地区の手数

料がどうだとかお話がありましたけれども、そんな調査をしているなんて今日初めて

聞きましたんで、ちょっと待ってよ。自治会の人たちがどう思っているかを調べるの

が先じゃないかと思いましたので発言をさせていただきました。

（会長）まあいろんなやり方がありますから。もう一つ行政のほうで、今業者に頼むと数

千万という話がありましたが、財政的な問題をきちっと言って、それで今の数千万は

とても無理だというべき。それを言わないと大した金額じゃないと思われちゃうと思

います。

（委員）お願いなんですが、広報の配送の年間スケジュール表をいつも３月後半にいただ

くんですが、もっと早くいただきたい。というのは広報配っていただいている方のス

ケジュールがたたない。どの日をあけなきゃいけないかわからないと困るという苦情

がありますのでできるだけ早くいただきたい。

（委員）配布手数料の関係で平塚市のように配布を業者委託でできないかというお話をし

ましたが、確かに地域コミュニティの醸成という意味で回覧物を配布して、近所の方

々とコミュニケーションをとるというのも私は大切だと思っています。そういう声が

あったのでお伝えしました。

（会長）この完了届３月２７日といわれてますが、別に早くてもいいんですよね。今まで
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完了していないというところはありましたか。

（答）ありません。

（会長）それでしたらもうちょっと簡略化してもいいんじゃないかと思いました。

③ 令和元年度生活支援体制整備事業報告会への出席依頼について

介護保険担当課長より、資料に基づき説明があった。

主な質疑は次のとおり。

（会長）いままで私出たことないんだけど、毎年やってるんですか。あと欠席する場合は

代理をということですが、これは強制ですか。

（答）事業の報告会は平成３０年度に第１回を行ったもので、昨年の３月２８日に「居場

」 。所づくり をテーマに湘北地区に事例をご報告いただいたのが第１回目でございます

今年度につきましては、移動支援ということで市内の取組のご紹介ということでテー

マ設定ををして行います。今回が２回目です。それから出席者につきましてはお願い

ということでなるべくご出席をいただきたいという趣旨でございます。昨年度欠席と

いう地区もございました。私どもといたしましてはなるべくご出席していただきたい

ということです。

（問）各団体にはお知らせがでてるんですか。それともまちぢからのほうから各団体に問

い合わせて出席を募るのですか。

（答）各団体にはそれぞれ通知をさせていただきます。

（問）必ずどこに出しているかを書いてください。そうでないと我々が伝えなきゃいけな

いと思っちゃいます。

（答）承知いたしました。

（問）会場からして何人ぐらい集めるつもりですか。

（ ） 、 。答 １５０名程度入れる会場ですが 私共１２０名ぐらいを見込んで準備をしています

（会長）さきほどの課長の話のなかで、相模線沿線活性化の話があったんですが、この協

議会のメンバーになってる方はいらっしゃいますか。ほんとにやるんだったらこうい

う協議会に１人か２人入るのが普通だと思ってますし、相模線て朝晩乗客率がどのく

らいかわかりますか。混んでいるということであると、当然複線化しなきゃいけない

という意見が出ると思うんです。そこらへんがこの協議会はどうなのかというのがわ

からない。それでアンケートとって複線にしてほしいという意見がたくさんでたら、

ちょっと目的がわからない。

（市民自治推進課長）今日お配りした資料にありますが、この協議会は構成員として、県

や沿線の市町、商工会議所、ＪＲも入っております。ただアンケート内容がまだ示さ

れていないんですが、ニーズの把握も当然あるので複線化も当然書けると思います。

ただ今回のアンケートは自治会長だけで、利用する方は様々な方がいらっしゃいます

ので、一応都市政策課として問題提起はしたとのことは聞いています。

（５）閉会


